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投稿規定

投稿は本学会の会貝に限る。（ｕし、施頭将者以外には非会11を含むことができる。

また、縞染姿貝会が依頼するj蜥合は会fl・非会同を問わない。

区分は、ｌＷｉｆ論文、総説、研究搬告、評織、資料、書評または[X1香紹介、会flか

らの手紙、その他とする。

(1)原著輪文：独ill的な学術研究および独創的な教育実践について、１Ｍ論的にまと

めたもの。刷I)１２かり１２口以内（ん１．`10字`10行で約13枚、図・表・写典・英文

要約を含む)。

(2)'総説：一定の研究分野について系統的に概観し、課題の終理や評価・展望

をおこなっているもの。ＭＩＩｌ上がI)12r〔以内。

③研究報告：爽践の`氾録やﾂﾄﾞ例、既に発表された鎗文等に１m連する調査・研究を

まとめたもの。刷I)上がI)10貞以|Al。

(1)評論：啓発、Ｉ論説的な内容で掲戦にlifiするもの。刷I)上がI〕８頁以内。

(5)資科：環境教育に１１０連するIfi報。刷り’二がI）８頁以内。

(6)書評・図書紹介：凝塊敬育に１１U逃した普誌の紹介や批評。刷り上がI）１頁以内。

〔ｱ)会員からの手紙：機関,篭のild事についての感想、学会への要望、身辺のニュー

ス、会員へのアナウンスなどで、ＭＩＩ)」2がI〕1瓦以内。

(E特集：時宜にIIlったテーマを依頼原概等として複数染めたもので、編災委

Ⅱ会で企mIiするこ

(')その他：以上の区分に談91iしないが、学会の活動に110係あるもの。

投稿は全て未発表のものとする。投稿li(橘の採否は細集委口会が決定する。１１i〔箸

`翁文・総説・研究報告は複数の査胱者による査統と縞災委Ll会の審森をへて、掲

紋が決定（受Ｆ１!）される。

(1)使)１１言ＩＭＩは、日本緒または英語とする。

(2)原杵論文・総説・liIf光iIi告には衣題・箸ｲﾁ名・所１m《・英文表題・英文ﾗIif者名．

英文所属・英文要約（300語以内・研究慨告では省略できる）・英文のキーワード

（５iMi以内、アルファベット順）をつける。

③原稿はすべてＭ判で横背きとする。原則として、パソコン・ワードプロセッサ

ーで作成し、１頁は40字40行とする。

⑳文体は￣である￣調とし、原則として当川漢gi2、新仮名づかいを用いる。英数

1）投稿者の資格

２）投稿の区分

3）審 査

４）原稿の轡き方
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字（アラビア数字）は｣卜角文字を用いる。

⑤jjK:術)１１語は文部科学fTの学術)Ⅱ譜染を参考とする。生物の`戦禍はイタリックと

する.

，⑥本文１１１での文献の引川はｿ|用樹所に（Mf者名発表ｲ'三）を記入する蘆また、「注」

をjI1いる期合は、その筒所の右１１１にＩ）のように通し番勝をｉｉｄし、本文の股後に

まとめて記紋するｃ

⑪ﾘ1用文献の配ﾀﾞﾘIiiiI子は苦汁名でアルファベット順とし、下１足の形式に従い記城

するｃ

雑誌の場合：涛者名，年，表題：１，(ﾘ題，雑,雄名，巻号：ページ．

I1i行本の場合：著脅名，年，表題，普名（細者端)，ページ数，発行所，発行地．

⑧IXl・衣は11N稿本文とは別に1枚ずつ作成し、図はそのままz1jH真製版して印刷で

きるようにIﾘ]暗に割l:く。図Ｉ'１の文字は指定の大きさに縮小してもIUl暗に判統でき

るよう配Ｍ１して､ｉｆく。図の説明は図とは別に１１j〔橘ﾉﾄﾞ1級にTI｢き、本文の余白におよ

その挿入位世と大きさを指定する。

稿：元11i(橘１部とコピー２部の3↑３部および原稿送り状（学会誌巻末）を絹染委貝会

嚇務局へ提川する。

正：箸苛佼1Kは初校のみとし、再校以降は縞染委１１会の責任において行う。

刷：著者が別刷を必要とする場合は、初校時に申し出る。その爽費は著者が負担する。

板：掲赦された論文瀞の将作権は１１本環境教育学会に属する。

５）投

６）枚

７）別

８）箸

９）原

作

原稿の返却：投稿原稿はIIi(ＨＩとして返却しない。ただし、ｌｌｌＬ川があれば図.?』:具に限り返却

する。
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